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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第３四半期累計期間
第33期

第３四半期累計期間
第32期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 28,751,031 29,989,363 38,275,742

経常利益 (千円) 1,098,899 760,037 1,346,628

四半期（当期）純利益 (千円) 689,436 577,893 856,128

持分法を適用した場合の投資

利益
(千円) － － －

資本金 (千円) 344,457 344,457 344,457

発行済株式総数 (株) 11,280,000 11,280,000 11,280,000

純資産額 (千円) 7,204,445 7,065,518 7,371,354

総資産額 (千円) 17,853,820 17,914,107 17,630,254

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
(円) 61.13 52.19 75.92

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 23.00

自己資本比率 (％) 40.4 39.4 41.8

 

回次
第32期

第３四半期会計期間
第33期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.92 17.46

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社が存在しないため記載しておりま

せん。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策などを背景に、企業収益や雇用所得環境の

改善により緩やかな回復基調で推移しましたが、米国の通商政策が与える世界経済への影響や、海外情勢の不確実

性などから、先行きは不透明な状況となっております。

　医療機器業界におきましては、増加し続ける国民医療費を背景に医療制度改革が進められており、平成30年４月

の診療報酬の改定により、保険償還価格の引き下げが行われました。医療機関からは保険償還価格の引き下げによ

る価格交渉のほか、経営環境改善のため、コスト意識の高まりによる値下げ要請への対応が求められ、引き続き厳

しい事業環境への対応が求められる状況となっております。

　このような情勢のもと、当社では、販売代理店としては既存顧客の深耕と営業エリアの拡大を進めるとともに、

輸入総代理店としては独自商品の販売拡大と新商材の獲得に努めることで、業容の拡大を目指してまいりました。

　これらの結果、当第３四半期の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

①財政状態

当第３四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ283,853千円増加し、17,914,107千円となりまし

た。

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ589,689千円増加し、10,848,589千円となりまし

た。

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ305,835千円減少し、7,065,518千円となりまし

た。

 

②経営成績

当第３四半期累計期間の経営成績は売上高29,989,363千円（前年同期比4.3％増）、営業利益747,604千円（前

年同期比30.7％減）、経常利益760,037千円（前年同期比30.8％減）、四半期純利益577,893千円（前年同期比

16.2％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

不整脈事業は、高度な専門性を活かした提案型営業による既存顧客に対するサービスの充実に努めるととも

に、引き続き西日本エリアを中心として新規顧客の開拓にも注力いたしました。その結果、カテーテルアブレー

ション（心筋焼灼術）治療用カテーテル類や検査用電極カテーテル等の主力商品の販売数量が増加したことか

ら、当第３四半期累計期間の売上高は26,601,557千円（前年同期比5.7％増）、セグメント利益は3,127,362千円

（前年同期比0.4％減）となりました。

虚血事業は、輸入総代理店として取り扱っているエキシマレーザ関連商品の販売は堅調に推移しましたが、平

成29年５月まで販売していた自動造影剤注入装置の取り扱い終了の影響のほか、前第３四半期累計期間に計上し

た同装置の移管業務委託収入250,000千円が当第３四半期累計期間では75,000千円の計上となったことにより、

当第３四半期累計期間の売上高は2,416,275千円（前年同期比13.5％減）、セグメント利益は584,304千円（前年

同期比35.1％減）となりました。

その他は、脳外科関連商品等が好調に推移したことから、当第３四半期累計期間の売上高は971,530千円（前

年同期比21.3％増）、セグメント利益は130,206千円（前年同期比40.2％増）となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等及び経営上の目標達成状況を判断する

ための客観的な指標等に変更はありません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動
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当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、55,739千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ128,624千円増加し、16,579,659千円となり

ました。これは主に、自己株式の取得等により現金及び預金は1,168,895千円減少しましたが、業績が好調に推移

したことにより、受取手形及び売掛金が670,172千円、電子記録債権が312,318千円増加したことによるものであり

ます。固定資産は、前事業年度末に比べ155,228千円増加し、1,334,447千円となりました。これは主に、営業用デ

モ機、営業用レンタル機の取得により有形固定資産が126,286千円増加したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ283,853千円増加し、

17,914,107千円となりました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ595,451千円増加し、10,463,370千円となり

ました。これは主に、仕入高の増加に伴って買掛金が712,457千円増加したことによるものであります。固定負債

は、前事業年度末に比べ5,761千円減少し、385,219千円となりました。これは主に、長期借入金が20,795千円減少

したことによるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比べ589,689千円増加し、

10,848,589千円となりました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ305,835千円減少し、7,065,518千円となり

ました。これは主に、四半期純利益により577,893千円増加したものの、自己株式の取得により623,806千円、剰余

金の配当により259,381千円減少したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は39.4％（前事業年度末は41.8％）となりました。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,280,000 11,280,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 11,280,000 11,280,000 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 11,280,000 － 344,457 － 314,730

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　452,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,825,800 108,258
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 　　　1,600 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,280,000 － －

総株主の議決権 －  －

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ディーブイエックス

株式会社

東京都練馬区

小竹町一丁目16番１号
452,600 － 452,600 4.01

計 － 452,600 － 452,600 4.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年10月１日から平成30

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務諸表

についてEY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更してお

ります。

 

３　四半期連結財務諸表について
当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,095,024 4,926,128

受取手形及び売掛金 8,060,988 ※２ 8,731,161

電子記録債権 ※２ 1,017,610 ※２ 1,329,929

商品 1,135,048 1,383,647

その他 143,462 210,092

貸倒引当金 △1,100 △1,300

流動資産合計 16,451,035 16,579,659

固定資産   

有形固定資産 605,072 731,358

無形固定資産 66,992 49,036

投資その他の資産   

投資有価証券 1,539 759

差入保証金 243,320 251,807

繰延税金資産 229,400 236,700

その他 32,894 64,785

投資その他の資産合計 507,154 554,052

固定資産合計 1,179,219 1,334,447

資産合計 17,630,254 17,914,107

負債の部   

流動負債   

買掛金 9,097,224 9,809,681

1年内返済予定の長期借入金 48,302 56,620

未払法人税等 222,000 64,000

賞与引当金 194,390 104,115

売上値引引当金 - 125,390

その他 306,002 303,561

流動負債合計 9,867,918 10,463,370

固定負債   

長期借入金 65,334 44,539

退職給付引当金 225,374 238,458

役員退職慰労引当金 92,110 94,035

その他 8,161 8,186

固定負債合計 390,981 385,219

負債合計 10,258,900 10,848,589

純資産の部   

株主資本   

資本金 344,457 344,457

資本剰余金 314,730 314,730

利益剰余金 6,711,742 7,030,254

自己株式 △618 △624,425

株主資本合計 7,370,312 7,065,017

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,042 500

評価・換算差額等合計 1,042 500

純資産合計 7,371,354 7,065,518

負債純資産合計 17,630,254 17,914,107
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 28,751,031 29,989,363

売上原価 24,618,478 26,147,490

売上総利益 4,132,552 3,841,872

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 63,487 200

給料及び手当 1,039,784 1,076,011

賞与引当金繰入額 95,605 104,115

役員退職慰労引当金繰入額 5,983 5,800

退職給付費用 38,554 44,055

その他 1,810,793 1,864,086

販売費及び一般管理費合計 3,054,210 3,094,268

営業利益 1,078,342 747,604

営業外収益   

受取利息 1,380 356

貸倒引当金戻入額 14,267 －

為替差益 3,306 6,317

デリバティブ評価益 835 4,874

その他 968 1,182

営業外収益合計 20,757 12,732

営業外費用   

支払利息 201 299

営業外費用合計 201 299

経常利益 1,098,899 760,037

特別利益   

投資有価証券売却益 8,029 21,739

特別利益合計 8,029 21,739

特別損失   

固定資産除却損 2,830 5,338

投資有価証券評価損 120,420 －

特別損失合計 123,250 5,338

税引前四半期純利益 983,677 776,438

法人税、住民税及び事業税 354,747 205,605

法人税等調整額 △60,506 △7,061

法人税等合計 294,241 198,544

四半期純利益 689,436 577,893
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 495,961千円 507,466千円

 

※２　四半期会計期間末日満期手形等

　四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形等が四半

期会計期間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 －千円 188千円

電子記録債権 52,490千円 47,630千円

 

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 85,281千円 95,932千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日

取締役会
普通株式 259,381 23 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月15日

取締役会
普通株式 259,381 23 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

 
 

２　株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成30年８月28日開催の取締役会決議に基づき、自己株式450,000株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期累計期間において自己株式が623,700千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式

が624,425千円となっております。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 25,156,688 2,793,589 27,950,278 800,753 28,751,031

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 25,156,688 2,793,589 27,950,278 800,753 28,751,031

セグメント利益 3,139,456 900,248 4,039,704 92,848 4,132,552

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
（注）２

 不整脈事業 虚血事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 26,601,557 2,416,275 29,017,833 971,530 29,989,363

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 26,601,557 2,416,275 29,017,833 971,530 29,989,363

セグメント利益 3,127,362 584,304 3,711,666 130,206 3,841,872

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化

器事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 61円13銭 52円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 689,436 577,893

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 689,436 577,893

普通株式の期中平均株式数（株） 11,277,460 11,072,841

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月14日

ディーブイエックス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢崎　　弘直　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯田　　昌泰　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているディーブイエッ

クス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第33期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年10月１日

から平成30年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ディーブイエックス株式会社の平成30年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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